




われわれは血友病の家庭注射を厚生省の研究班の方針にもとづきすでに5年以上の研究的

経験を続けてきた。その例数は 47 例に及びわれわれが管理している血友病患者総数の 180

例の 25%以上となる。これまでに特記すべき事故は全くみられず,血友病患者ならびにその

家族のこの治療法に対する満足は筆舌につくし難い。今回はとくに本治療法における注射

手技者ならびにその変遷および予防投与の実態について調査した。さらに家庭注射を基礎

とした血友病の包括医療の運営の試みについての研究をおこなった。 


